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18. 若年者胃癌の検討
劉 正崇(千大)
昭和 37年 l月より 47年 11月までの教室の 30才未満
の若年者胃癌手術 31症例(男 12例， 女 19例) につい
て検討した。進行癌が非常に多ぐ切除率は 31例中 13例 
41.9%であった。そこでこれらの進行所見と術前X線所
見との関係を詳細に検討し報告した。若年者胃癌非切除
例の X線学的特長は1.癌腫の占居部位が広範囲であ
る。 2.著明な壁不整像が広範囲にみられる。 3.胃の変
形が広範囲である。 4.癌腫と正常粘膜との境界が不明
瞭，などである。以上の所見のみられるものは，腹膜播
種，胃周囲への浸潤で切除不能となる。切除例のX線学
的特長は， 1.占居部位が小範囲。 2.壁の不整像より硬
化像が主体である。 3.胃の変形が小範囲。 3.正常粘膜
との境界が明瞭。などである。しかし以上の所見を呈し
切除可能例でも周囲臓器への浸潤のため非治癒切除とな
る例が多い。しかし進行程度が軽度で絶対治癒切除でき
た症例では， 5年以上生存例も 2例あり，早期発見早期
治療の必要を痛感する。 
19. 大腸癌の X線学的所見と深達度について
藤原克己(千大)
教室における大腸癌切除症例(昭和 40年 1月より，
昭和 47年 11月まで)についてその X線像を次のごとく
分類した。
早期型(察巣部における両側の壁にほとんど}
¥瓦化の認められないもの j 
(隆起型 3例
陥凹型 0 
[腫癌形成を主体とするもの 14 
非全周性{l潰蕩形成を主体とするもの 10 
f狭窄の著明でないもの 21 
全周性 il狭窄の著明なもの 25 
右側に検索 73症例における例数を示した。この X 線
型は組織学的深達度と関連が深く，早期型は全例粘膜下
層以内にとどまり，非全周性で腫癌形成を主体とするも
のは，筋層内にとどまるものが多い。潰蕩形成を主体と
するものは，筋層内にとどまるものと，こえるものが同
程度に見られ，全周性のものは，ほとんどが撲膜または
外膜に達していた。
報)1ヒト神経芽細胞腫の組織培養的考察(第20. 
大沼直射(千大)，春日 孟(放医研)
小児悪性腫虜の中には，適切な早期診断ができれば，
手術に並行し，各腫療に合った化学療法剤，放射線療法
を併用することにより，比較的遠隔成績をよくすること
が期待できるものがあるので，適切な早期診断の開発を
念頭にわれわれは研究を進めてきた。
今回われわれは神経芽細胞腫 7例を組織培養する機会
を得たがいずれも培養すると， 2日から 7日の聞に形態
的に特異的な変化を呈することより，本腫療と凍結切片
にて診断のまぎらわしい， Wilms'腫蕩，横紋筋肉腫，肝
芽腫，悪性リンパ腫との鑑別が可能であることが解った。
このことは術後早期からの各腫虜に適した治療を行なう
ためにも組織培養法を有用な診断法と思われる。さらに
われわれはヒトの神経芽細胞腫の継代株である NB-1を
入手し， 42代まで継代しているので， この NB-1株に
種々の小児腫虜患者のリンパ球を作用させ， Co1ony 
1nhibition test を利用し術前に神経芽細胞腫の患者の
鑑別を行ないたいと考えている。 
21. Remote Afterloaderの食道腔内照射への応用
(第 2報)
蜂巣 忠，鍋谷欣市(千大)
荒居龍雄(放医研) 
Remote Afterloader は子宮癌の治療に使用されて
いるが，これを食道癌に応用した報告はない。今回われ
われは中型雑種犬を用い， 2つの異った照射法，つまり
小線源を使用した低線量率腔内照射，および， Remote 
Afterloaderによる高線量率腔内照射を食道中部に施行
し，臨床検査，内視鏡所見，病理組織検査より検討を加
えた。
この結果 Remote Afterloader による高線量率腔
内照射は小線源を使用した低線量率腔内照射より，若干
反応が大ではあるが，食道腔内照射への応用は十分可能
と思われた。そのため Remote Afterloaderの照射
装置の改良，工夫をはかり， 2，3の食道癌症例に応用し
た。この臨床応用例のうち，噴門癌術後の吻合部再発例
に本法を使用し，良好な成績を得た一例につき報告し
た。 
22. 人工腎臓小型化に関する研究
ーとくに濯液流回路の減少についての合成吸着
剤，イオン交換樹脂の応用一
野村庸一(千大)
人工腎臓の濯流排液を再生することにより，人工腎の 
小型化が可能である。再生は 1)電解質の恒常 2)尿毒
素の排除，により行なうが，電解質の恒常は，イオン交
換樹脂により容易である。尿毒素の排除には，前回発表
した，アンバーライト社製合成吸着剤 XE-284を用い，
